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リモコン付き電気ストーブの誤作動について

本日、独立行政法人製品評価技術基盤機構（ ）は、リモコン付き電気ストNITE
ーブの試買テスト結果をプレス発表するとともに、同機構ホームページの特記ニュ

ースとしてその結果を掲載しました。具体的な内容は、以下のとおりです。

試買テストを実施したリモコン付き電気ストーブ１３機種の中、

（１）２機種について、テレビ、ビデオ等の他の電気製品のリモコンで、電気ス

トーブのヒーターが点灯するなどの誤作動を起こす製品が存在しました。

（２）４機種について、電気的なノイズによって、電気ストーブのヒーターが

点灯するといった誤作動を起こす製品が存在しました。

当省としては、誤作動によってヒーターが点灯し、火災に至る危険性もあること

から、関係団体、輸入事業者等に対して、このような製品の製造・輸入・販売を自

粛するよう要請を行いました。

また、消費者の方々においては、①購入時には付属のリモコンにヒーターを点灯

する機能が付いていないかどうかを確認すること、②既に、購入されている方には

電気ストーブを使用しない時は電源プラグをコンセントから抜くこと、③カーテン

等の可燃物の近くに電気ストーブを置かないことを注意喚起するものです。

なお、こうした誤作動を生じさせないよう、電気ストーブに係る電気用品安全法

の技術基準を改正する予定です。

１．試買テスト結果の概要

独立行政法人製品評価技術基盤機構（ ）は、リモコン付き電気ストーブ１３機NITE
種を試買テストした結果、以下のような調査結果を得た。

（１）テレビ、ビデオ等の他の家電製品のリモコンで誤作動するおそれのある製品（２機

種）

①輸入・販売：株式会社アイアン 型式：ＩＲ－４６２２

テレビ、ビデオ、 レコーダーのリモコン操作でヒーターが点灯したり、強弱DVD
が切替わる等の誤作動が発生。

②輸入・販売：森田電工株式会社 型式：ＭＳ－Ｃ９０４Ｒ

テレビのリモコン操作でヒーターの強弱が切替わるという誤作動が発生。

（２）電気的なノイズにより誤作動するおそれのある製品（４機種）

①輸入・販売：株式会社日本ビネガーボトラーズ 型式：ＶＧ５００－ＡＢＲ

②輸入・販売：株式会社アマミ 型式：ＨＣ－３１８Ｒ

③輸入・販売：株式会社千住 型式：ＰＨ－２８２Ｒ

④輸入・販売：株式会社シー・アイ・シー 型式：ＹＳ－Ｆ８０３Ｒ



な お 、 試 買 テ ス ト 結 果 の 詳 細 に つ い て は 、 の ホ ー ム ペ ー ジNITE
（ ） 。 、 、http://www.jiko.nite.go.jp の事故情報特記ニュースに掲載されています また 本日

午後３時から独立行政法人製品評価技術基盤機構（東京都渋谷区西原２－４９－１０、

電話：０３－３４８１－６５６６）において記者ブリーフィングを行う予定です。

２．消費者への注意喚起

の試買テストの結果、誤作動によってヒーターが点灯し、火災に至る危険性がNITE
あることから、消費者に対して次の注意喚起を行います。

（１）今後、リモコン付き電気ストーブを購入される方は、付属のリモコンにヒーターを

点灯する機能が付いていないかどうかを確認して下さい。

（２）既に付属のリモコンで点灯する製品を使用されている方は、使用しないときは電源

プラグをコンセントから抜いて下さい。

（３）電気ストーブをカーテン等の可燃物の近くに置かないで下さい。

３．経済産業省の対応

こうした誤作動を生じさせないよう、電気ストーブに係る電気用品安全法の技術基準

を改正する予定です。

なお、経済産業省は関係団体及び輸入事業者等に対して、このような製品の製造・輸

入・販売を自粛するよう要請しました （別紙参照）。

４．その他

今回 誤作動した電気ストーブを輸入した事業者の一つである㈱シー・アイ・シー ㈱、 （

ヤマダ電機の子会社）は、本日、誤作動を生じるおそれのある製品について、回収（返

金）する旨の新聞社告を掲載したところです。

【本件に関する問い合わせ先】

経済産業省商務流通グループ消費経済部製品安全課

担当者：角井、本屋 電話： （直通）03-3501-4707
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